




226…………第5章　終戦後の事業再開

月には、社則に明文化された。

　1952年8月、定時株主総会で取締役会長を置くよう定款を改定し、1950年

の公職追放解除に伴い相談役として復帰していた三代三郎助を取締役会長とし

て迎え入れた。

　一方、トップマネジメント以外の経営管理体制もこの時期に充実していった。

　1953年頃には、生産および販売の数量管理を、毎月1回、予定実績会議とし

て実施していたが、1955年頃からは、これを予定会議と実績会議に分割した。

この会議には、各取締役、各工場長、関係部長が出席した。

　また、1953年1月には、本店、各支店および出張所間の連絡会議である、全

国販売会議が発足した。同会議は、1955年1月より、業務連絡会議として、毎

月1回開催されるようになった。

　このように道面は、経営組織の改革を通じて、鈴木家による同族支配から、

より民主的な組織へと、味の素社を変革していった。道面は、のちに雑誌社の

インタビューで経営のコツを聞かれ、「各人に充分その能力を発揮させる」こと、

と回答している。道面は三代三郎助のような強力なリーダーシップを発揮する

タイプの経営者ではなかった。しかし、人を動かし、人をまとめることにより、

味の素社の舵取りを担っていったのである。第二次世界大戦後のGHQによる

占領下において、また、戦後日本が再出発してゆく過程において、道面の交渉

力と多くの優秀な人材を生かしきる経営手法は、味の素社が復活し成長してい

くうえで非常に大きな意味を持った。道面はまさしくこの時代に最も適した経営

者として、鈴木家による経営とは異なった形でリーダーシップを発揮したといえ

よう。




